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心を潤す４つの言葉 

                                        校 長  山 口 聡   

 

                稲刈りが終わった田んぼやくっきりした姿の富士山 

               を見ると、いよいよ秋が深まってきたことを感じます。 

               毎日少しずつ寒くなってきますが、生徒諸君には寒さに 

              負けない充実した学校生活をこれからも続けて欲しいと 

               思います。 

学校では『はい』『ありがとうございます』『おはようございます』『ごめんなさい』を「心

を潤す４つの言葉」として、しっかり表現できるように年間を通じて指導を行っています。

この４つの言葉は学校生活のみならず、どのような生活の場面でも自然に使えることがより

良い人間関係を構築するために必要なものです。これらの言葉は『受容』『礼節』『感謝』『反

省』などをはじめとした沢山の気持ちを伝えることが出来ます。最近はパソコンやスマホの

利用が進み、画面の上でコミュニケーションをとることが増えていますが、読み取り方で感

じ方が変わってしまうこともあります。直接、人と対面した場面でしっかりと表現すること

は、自分の気持ちを正しく伝えることが出来るものです。 

ところで「ごめんなさい」と言われたら何と答えればよいのでしょうか。「ごめん（御免）」

とは「天下御免の・・・」など、許可する、許すという意味で用いられていたものです。 

「ごめん なさい」は「許して いただきたい」という意味が込められています。「ごめん 

なさい」と言われたときには、相手の気持ちを考え「いいですよ」という「許す気持ち」を 

持ちたいものです。 

また、本校では１１月の１週目を「心を潤す４つの言葉」推進週間として取り組んでまい 

ります。ご家庭におかれましてもご理解ご指導のほどよろしくお願いいたします。 


